
へ
移
設
さ
れ
、５
月
16
日
に
視
察
を
行
い
ま
し

た
。利
用
者
の
流
れ
も
非
常
に
良
く
、概
ね
好

評
だ
そ
う
で
す
。ま
た
、そ
の
時
の
タ
ク
シ
ー

セ
ン
タ
ー
の
説
明
に
よ
る
と
、今
後
の
方
向
性

と
し
て
、国
際
線
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
は
す
べ
て

Ｕ
Ｄ
・
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
専
用
乗
り
場
と
し
、

か
つ
外
国
人
旅
客
接
遇
研
修
（
英
語
中
級
以

上
）修
了
者
に
限
る
方
向
で
検
討
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
す
。国
際
線
で
仕
事
を
し
て
い
る
方
、

特
に
車
両
代
替
の
予
定
が
あ
る
方
は
、頭
に
入

れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
化
問
題
を
考
え
る

　

81
歳
の
事
業
者
が
歩
道
を
暴
走

し
、警
察
官
や
女
性
等
に
ケ
ガ
を
さ

せ
て
し
ま
う
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

高
齢
者
は
何
歳
か
ら
と
い
う
こ
と

は
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、75
歳

を
過
ぎ
る
時
に
、一
度
自
分
自
身
を

振
り
返
っ
て
、仕
事
を
続
け
る
か
ど

う
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。75
歳
を
過
ぎ
た
ら
仕
事

を
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、さ
ら
に
仕
事
を
続
け
る

の
で
あ
れ
ば
、少
し
で
も
体
調
が
悪
い
と
思
っ

た
ら
休
む
勇
気
を
持
つ
等
、そ
れ
な
り
の
覚
悟

で
営
業
す
る
よ
う
、役
員
と
し
て
も
指
導
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ひ
き
逃
げ
事
故
発
生
に
つ
い
て

　

他
に
も
ひ
き
逃
げ
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。内
容
は
、自
転
車
に
乗
っ
た
女
性
と
出
合
い

頭
で
接
触
し
、一
度
降
り
て
声
掛
け
を
し
た
と
こ

ろ
、「
大
丈
夫
」と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、そ
の
ま

ま
仕
事
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、そ
の
後
警
察
か

ら
出
頭
命
令
が
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。大

し
た
事
故
で
な
く
て
も
、す
ぐ
に
警
察
に
届
け

出
を
し
な
い
と
ひ
き
逃
げ
扱
い
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。改
め
て
周
知
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
後
の
審
議
に
て
、決
議
事
項
は
原
案
通

り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
田
会
長
か
ら
現
在
の
業
界
を
取
り
巻
く

情
勢
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
話
が
あ
り
ま

し
た
。

羽
田
空
港
国
際
線

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
つ
い
て

　

４
月
19
日
よ
り
羽
田
空
港
国
際
線
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
が
、タ
ー
ミ
ナ
ル
ロ
ビ
ー
出
入
口
直
近

高
齢
化
問
題
、訪
日
外
国
人
対
応
等
、

個
人
タ
ク
シ
ー
の
将
来
を
考
え
る

場
　
　
所
日
個
連
会
館

決
議
事
項

①
平
成
28
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件

②	

平
成
28
年
度
決
算
報
告
承
認
の
件

③	

第
４
回
定
時
総
会
招
集
決
定
並
び
に
提
出
議

案
承
認
の
件

④	
第
４
回
定
時
総
会
等
「
平
成
29
年
７
月
４
日
」

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
件

⑤	

第
４
回
定
時
総
会
に
お
け
る
来
賓
者
承
認
の
件

⑥	

平
成
29
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
承
認
の
件

⑦	

委
員
会
委
員
２
名
選
任
の
件

⑧	

全
国
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
関
東
支
部
代
議
員

一
部
変
更
の
件

⑨	

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー・コ
ン
テ
ス
ト
参
加

に
関
す
る
件

開
催
日
時
５
月
19
日（
金
）
午
後
１
時

第
32
回
　
理
事
会
の
焦
点

「高齢化問題とともに、若返り策も考えていく」と話す秋田会長

都内個人タクシー現況（平成29年5月1日現在） 
許可事業者数		13,375名（前月比	−44名）	
　（特別区、武三12,952名　北多摩158名　南多摩265名）
傘下事業者数		13,100名（前月比	−45名）	
　（特別区、武三12,676名　北多摩160名　南多摩264名）
※集計方法は運輸行政と異なります。

発行者　一般社団法人東京都個人タクシー協会　教育広報委員会　東京都豊島区南大塚1-2-12　日個連会館5階　（03）3947-1461　http://www.kojintaxi-tokyo.or.jp/
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ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
等

の
導
入
促
進
に
つ
い
て

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
等
の
映
像
は
、

事
故
に
遭
遇
し
た

際
、発
生
時
の
状
況

か
ら
事
故
の
原
因
を
究
明
し
、適
切
か
つ
迅

速
な
事
故
処
理
が
可
能
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

相
手
方
の
法
令
違
反
等
の
立
証
に
よ
り
、自

身
の
過
失
軽
減
に
役
立
っ
た
ケ
ー
ス
も
多
々

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、他
の
交
通
事
故
や
各
種
犯
罪
が
発
生

し
た
際
、現
場
の
状
況
な
ど
を
映
像
情
報
と
し

て
記
録
す
る
可
能
性
が
あ
り
、特
に
タ
ク
シ
ー

車
両
に
つ
い
て
は
、昼
夜
、地
域
を
問
わ
ず
走

行
し
、繁
華
街
や
コ
ン
ビ
ニ
等
に
設
置
さ
れ

た
防
犯
カ
メ
ラ
同
様
、被
疑
者
の
早
期
検
挙

等
に
向
け
た
客
観
的
な
証
拠
資
料
の
収
集
に

極
め
て
有
効
と
の
考
え
か
ら
、平
成
26
年
４

月
17
日
、警
視
庁
交
通
部
長
、警
視
庁
刑
事
部

長
及
び
警
視
庁
生
活
安
全
部
長
と
、東
京
都

個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
長
と
の
間
で
「
映
像
情

報
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
て
お
り

ま
す
。

　

ま
だ
搭
載
し
て
い
な
い
方
は
、身
の
潔
白
を

証
明
し
ご
自
身
を
守
る
と
と
も
に
、よ
り
事
件

の
早
期
解
決
、被
害
の
拡
大
防
止
を
図
り
、都
民

生
活
の
安
全・
安
心
の
確
保
に
資
す
る
た
め
に

も
、導
入
促
進
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◦
全
東
京
支
部　

◦
東
京
都
民
主
協
組　

◦
町
田
協
会

【
７
年
連
続
達
成
：
３
団
体
】

◦
渋
谷
支
部　

◦
東
京
西
北
協
組　

◦
新
足
立
協
組

【
６
年
連
続
達
成
：
２
団
体
】

◦
武
三
支
部　

◦
野
方
支
部

【
５
年
連
続
達
成
：
７
団
体
】

◦
大
田
第
一
支
部　

◦
墨
東
支
部　

◦
足
立
支
部　

◦
江
戸
川
支
部　

◦
亀
戸
支
部　

◦
事
業
団
支
部　

◦
四
〇
支
部　

【
４
年
連
続
達
成
：
８
団
体
】

◦
足
立
第
二
支
部　

◦
都
心
支
部　

◦
文
京
第
一
支
部　

◦
目
黒
第
一
支
部　

◦
目
黒
第
二
支
部　

◦
杉
並
第
二
支
部　

◦
東
京
北
支
部　

◦
東
陽
支
部

【
３
年
連
続
達
成
：
５
団
体
】

◦
北
支
部　

◦
品
川
第
一
支
部　

◦
新
宿
支
部　

◦
練
馬
第
二
支
部　

◦
東
京
相
互
支
部

【
２
年
連
続
達
成
：
12
団
体
】

◦
品
川
第
二
支
部　

◦
杉
並
支
部　

◦
世
田
谷
第
二
支
部　

◦
中
野
支
部　

◦
文
京
第
二
支
部　

◦
南
多
摩
支
部　

◦
東
支
部　

◦
葛
飾
支
部　

◦
小
岩
支
部　

◦
新
東
京
支
部
（
日
）　

◦
第
一
事
業
団
支
部　

◦
東
部
支
部

【
平
成
28
年
度
達
成
：
７
団
体
】

◦
板
橋
第
一
支
部　

◦
練
馬
支
部　

◦
江
東
支
部　

◦
交
友
支
部　

◦
双
和
支
部　

◦
東
京
旅
客
支
部　

◦
朋
友
支
部

　

安
全
運
転
・
事
故
防
止
の
徹

底
を
図
る
た
め
、平
成
28
年
度

警
視
庁
主
催
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
に

１
５
０
組
７
５
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。無
事
故
・
無
違
反

の
達
成
者
は
77
組
、達
成
率
は

51
・
３
％
と
、昨
年
度
と
同
様
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖
❖

【
12
年
連
続
達
成
：
１
団
体
】

◦
多
摩
個
連

【
11
年
連
続
達
成
：
１
団
体
】

◦
板
橋
支
部

【
10
年
連
続
達
成
：
１
団
体
】

◦
新
中
野
支
部

【
９
年
連
続
達
成
：
３
団
体
】

◦
友
和
支
部

◦
新
興
協
組

◦
全
個
人
協
議
会

【
８
年
連
続
達
成
：
６
団
体
】

◦
足
立
第
一
支
部　

◦
北
多
摩
支
部　

◦
浮
間
支
部　

事
故
防
止
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
28
年
度
セ
ー
フ
テ
ィ
ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト 

結
果
報
告

　

交
通
共
済
協
同
組
合
等
か
ら
提
供

を
受
け
て
い
る
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、

年
間
の
人
身
事
故
発
生
率
（
人
身
事

故
件
数
／
事
業
者
数
）の
低
い
上
位

５
団
体
に
対
し
、総
会
に
て
表
彰
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
事
業
者
数
49
名
以
下
の
団
体

の
過
去
３
年
連
続
ゼ
ロ
件
の
表
彰
は
、

町
田
協
会
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

★上位5団体★

順位 団体名 事業者数 人身事故
件数 発生率

１ 南多摩支部 116 1 0.86%

２ 目黒第二支部 97 1 1.03%

３ 品川第三支部 115 2 1.74%

４ 全個人協議会 56 1 1.79%

５ 世田谷第三支部 151 3 1.99%

一般社団法人  東京都個人タクシー協会会報平成29年6月号 第515号　⑵



平
成
29
年
５
月
31
日

更
新
者
の
皆
さ
ま
へ

氏
名 

所
属
団
体 

享
年 

病
名

村
松
　
芳
文	（
東
個
協
・
世
田
谷
第
三
）	64	

心
不
全

安
井
　
啓
喜	（
東
個
協
・
豊
島
）	

70	

大
動
脈
解
離

岡
村
　
隆
治	（
東
個
協
・
野
方
）	

72	

前
立
腺
癌

影
山
　
香	

（
東
個
協
・
墨
田
）	

69	

膵
臓
癌

関
口
　
昭
治	（
都
営
協
・
板
橋
）	

77	

心
不
全

長
谷
川
　
登	（
都
営
協
・
板
橋
）	

67	

結
腸
癌

立
道
　
和
徳	（
都
営
協
・
第
一
事
業
団
）	75	

盲
腸
癌

倉
本
　
相
毅	（
都
営
協
・
第
一
事
業
団
）	66	

膀
胱
癌

北
澤
　
文
明	（
都
営
協
・
東
部
）	

60	

不
明

内
山
　
文
夫	（
多
　
摩
・
東
日
本
協
組
）	67	

不
明

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃
報

＊
４
月

■不適正営業集計表（街頭営業適正化指導規程）	 （件）

発生月 警告事案 処分事案 処分事案（加重） 合計
平成29年3月 28 11 0 39

■行政処分状況	 平成29年4月分

番号 処分日 氏名 処分内容（車両停止） 違反事項 違反概要 点数
1 4月18日 阿部廣行 102日車 車両法第58条第1項他 無車検運行他 11点
2 4月24日 浅野弘幸 40日車 特措法第43条第2項 乗禁地区営業 4点
3 4月24日 浅野弘幸 40日車 特措法第43条第2項 乗禁地区営業 4点

※2と3は別案件です。

■処分事案対処報告書（街頭営業適正化指導規程）	 平成29年4月報告分

会員 団体名 氏名 発生日 発生場所 対象行為 加重 処分内容

都営協 足立支部 Ｙ・Ｔ H28.12.5 東京駅八重洲北口周辺 交通阻害行為 表示灯使用停止
都営協 城北支部 Ａ・Ｓ H29.1.12 新幸橋周辺 待機禁止無視 表示灯使用停止
都営協 新東京支部 Ｍ・Ｍ H29.3.4 港区新橋2-17 運送引受拒絶 表示灯使用停止

全個人 Ｈ・Ｔ

H28.12.14 中央区銀座7-7
（車両進入禁止地区内） 回遊車両 加重 換金停止

自筆誓約書提出

H29.2.9 中央区銀座8-7
（新橋上） 回遊車両 加重 換金停止

最後通告含む誓約書提出

H29.4.6 中央区銀座7-7
（車両進入禁止地区内） 乗禁地区営業 加重 脱退勧告

※処分事案は会員団体に処分を要請し、平成29年4月中に処分内容の報告があったもの
※加重とは、処分事案としての処理が２回目以降となる場合です

期
限
更
新
申
請
書
提
出

後
の
道
交
法
違
反
等
報

告
の
徹
底
に
つ
い
て

　

期
限
更
新
申
請
の
際
に
添
付

し
た
運
転
記
録
証
明
書
の
証
明

期
間
以
降
、更
新
期
限
満
了
日

（
５
月
31
日
）ま
で
の
間
に
、新
た

な
道
路
交
通
法
の
違
反
等
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、宣
誓
書
に
基
づ
き
、

行
政
当
局
に
対
し
て
直
ち
に
報
告

を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
過
去
に
お
い
て
、

こ
の
報
告
を
怠
っ
た
こ
と
が
発
覚

し
、当
該
事
業
者
及
び
所
属
団
体

長
が
顛
末
書
の
提
出
を
求
め
ら
れ

る
事
案
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
般
、平
成
29
年
５
月
31
日
付

期
限
更
新
者
に
つ
き
ま
し
て
、期

限
更
新
の
処
分
が
行
わ
れ
ま
す

が
、新
た
な
道
路
交
通
法
の
違
反

等
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、直
ち
に

報
告
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◆
◆
◆ 

営
業
時 

車
内
必
携 

◆
◆
◆

・
指
差
し
外
国
語
シ
ー
ト

・「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」

  

ス
テ
ッ
カ
ー
貼
付

・
銀
座
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　

優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
及
び
羽
田
空
港
国
内
線

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
に
お
け
る
入
構
条
件
と
し
て
、平

成
27
年
６
月
１
日
よ
り
「
指
差
し
外
国
語
シ
ー
ト
」

を
携
行
し
て
お
り
、同
シ
ー
ト
の
活
用
方
法
及
び
挨

拶
、ド
ア・ト
ラ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
の
励
行
等
の
接
遇
に
関

す
る
講
習
の
受
講
者
が
乗
務
す
る
車
両
と
し
、「
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｄ
」ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
付
が

追
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、東
京
都
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会
と
し
て
は
、

所
属
の
す
べ
て
の
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
お
い
て
、

上
記
乗
り
場
に
限
ら
ず
、常
時
、「
指
差
し
外
国
語

シ
ー
ト
」の
携
行
並
び
に
「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ａ
Ｂ
Ｏ

Ａ
Ｒ
Ｄ
」ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
、外
国
人
利
用
者
の

利
便
向
上
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
銀
座
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」は
、常

時
、複
数
枚
携
行
し
、銀
座
乗
車
禁
止
地
区
の
規
制

時
間
に
お
い
て
、タ
ク
シ
ー
乗
り
場
以
外
で
乗
車
を

申
し
込
ま
れ
た
場
合
、利
用
客
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

活
用
し
銀
座
乗
禁
規
制
（
乗
り
場
以
外
で
の
乗
車

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
）に
つ
い
て
懇
切
丁
寧
な
説

明
を
す
る
こ
と
に
な
って
お
り
ま
す
。

　

銀
座
地
区
が
主
な
営
業
場
所
で
な
い
事
業
者
に

お
い
て
も
、利
用
客
の
要
請
で
い
つ
で
も
銀
座
地
区
へ

行
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、常
時
、「
銀
座
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」を
複
数
枚
携
行
し
て

く
だ
さ
い
。

　

左
記
に
よ
り
、当
協
会
主
催
の
第
７
回
英
語

研
修
（
英
語
初
級
）を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

受
講
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、希
望
者

は
所
属
団
体
を
通
じ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。な
お
、こ
の
研
修
は
東
京
タ
ク
シ
ー
セ
ン

タ
ー
認
定
外
国
人
旅
客
接
遇
研
修
で
す
の
で
、

羽
田
空
港
国
際
線
優
良
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
（
待

機
所
）の
「
お
も
て
な
し
レ
ー
ン
」へ
の
入
構
資

格
と
な
り
ま
す
。

① 

研
修
内
容

 

外
国
人
旅
客
接
遇
研
修
（
英
語
初
級
）

② 

定
　
　
員

　 

40
名

　

 （
申
込
者
が
25
名
以
下
の
場
合
に
は
開
催
中
止
）

③ 

受 

講 

料

 

２
７
０
０
円

④ 

開
催
日
時

 

平
成
29
年
６
月
22
日（
木
）午
後
１
時
～
４
時

⑤ 

会
　
　
場

 

日
個
連
会
館
地
下
１
階
会
議
室

⑥ 

受
講
申
込
締
切
日

 

６
月
８
日
（
木
）

第
７
回
英
語
研
修
（
受
講
者
募
集
）
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日比谷
公園前
交番

日比谷
公園

皇
居

東京
交通会館

鍛冶橋通り日
比
谷
通
り

外
堀
通
り
首都高速道路

至新橋駅↓

至東京駅 ↓

東京国際
フォーラム
東京国際
フォーラム

旧庁舎

有楽
町駅

★

丸の内警察署仮庁舎

日吉町交差点 国分寺陸橋 交
通
開
放
区
間

事
業
中

区
間

熊野神社通り

JR中央線

国分寺市役所

多喜窪通り

市役所通
り

内藤橋街道

奈良橋通り

新府中街道

西国分寺駅

京王プレッソイン
東京駅八重洲

外堀通り 中央通り中央通り 昭和通り

首
都
高
速
都
心
環
状
線八重洲通り

丸善

交番八重洲
中央口

バス
ターミナル

八重洲
中央口

バス
ターミナル

東
京
駅

地理モニター報告�

石神井川の
お花見ロー

ド

　

昭
和
43
年
に
前
身
で
あ
る
全
東
京
個
人
タ
ク
シ
ー
協
会

の
名
で
発
足
し
、そ
の
後
、幾
度
か
の
合
併
や
名
称
変
更
を

重
ね
て
今
に
至
っ
た
と
い
う
、全
個
人
タ
ク
シ
ー
協
議
会
。

現
在
の
組
合
員
数
は
56
名
で
、練
馬
区
や
板
橋
区
以
外
に

も
都
内
全
般
に
広
く
組
合
員
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
も
特

徴
の
一
つ
で
す
。

　
「
昔
と
比
べ
る
と
組
合
に
対
す
る
意
識
が
薄
く
な
っ
て

い
る
と
感
じ
る
」と
話
す
佐
藤
敏
夫
会
長
。
組
合
の
存
在

価
値
を
今
の
時
代
に
合
わ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の

か
、ど
う
し
た
ら
組
合
員
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
の
か
…
。悩
ん
だ
末
、佐
藤
会
長
は
新
年
会
や
組
合
旅
行

等
の
組
合
行
事
を
出
来
る
だ
け
止
め
、シ
ン
プ
ル
な
組
合

運
営
を
決
断
し
ま
し
た
。「
組
合
員
の
『
自
由
』度
を
増
や
し

つ
つ
も
、事
業
主
だ
と
い
う
『
自
覚
』を
し
っ
か
り
と
持
つ

こ
と
が
必
要
。こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、粘
り
強
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
」と
の
言
葉
に
、

強
い
決
意
と
覚
悟
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　組合事務所の横を
流れる石神井川沿い
には豊島園まで続く
桜並木が。桜の時期
には、歩道を散歩す
る人たちで賑わうそ
う。「桜の名所は数多くありますが、ここの桜も素晴
らしいですよ」と、佐藤会長も太鼓判です。

自
由
と
自
覚
の
バ
ラ
ン
ス
重
視

全
個
人
タ
ク
シ
ー
協
議
会

（
所
在
地
：
練
馬
区
桜
台
）

左から内田事務長、佐藤会長、内田専務理事

▲賞状や盾等も
　大切に飾られている

香り高いジャスミンに▶︎
覆われた、事務所の　

入っているビル　

【  新  施  設  】

【  移  転  】

【 道 路・橋 等 】

地図 名称 概要 所在地 開始日

京王プレッソイン
東京駅八重洲

日本の玄関口・東京の「粋」を表
現したデザインで3種類の色のお
部屋で皆様をお迎え。

中央区京橋1丁目 平成29年8月

地図 名称 新所在地 旧所在地 移転日

丸の内警察署
千代田区丸の内
3-8-1

千代田区有楽町
1-9-2

平成29年3月
建替えによる約3年間の移転

地図 名称 概要 変更日

国分寺都市計画
道路3・2・8号
府中所沢線

多喜窪通りから熊野神社通りまでの約1.1キロメートルの区間が
開放。
〈交通開放区間について〉
◦北行きの車道は１車線、南行きの車道は２車線での暫定開通
になります。　
◦北行き、南行き車道の間には中央分離帯を設置するので、接
続道路から本線に進入する際は、右折ができなくなります。

2017地図　P252-E-1～ E-2

平成29年3月

◀販売コーナーも常設

76
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